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砂9月は奈良市の福祉月間

秋の訪れをつげるコスモス
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-緬鉱月間行事

9月は 窓ホ 良市の宿
~ I敬老の日」を中jL

第26回奈良市福祉完全

昭利47年 寄持良市"
全国に先がけて梱従也

市宣曾を行いヨ医した.

そしてその糊御を

より多くの人に伝える

ため毎年9月を福祉

月間と して さまざま

芯取り組みを行ってい

ま雪.今年も 9月15

臼の「猷老の8Jをゆ
心に次のよう忽取り組

みを行います.

高齢化の温む'"かで

繍径の.要性は・すば

かりです.この機会に

編径を人ひとりに関

わる問題と して考えて

くどさC>.

-万年青年大行進・
9月15a:肝制問に剛院歯輔佐蜘柑マー
ランクパンド ボーイスカウト ガールスカウトの先祖"

で県庁前盆圃を出発します 返骸奈良駅か6・支交也威
内田唱団。間同体育館まで醐， "ロメート

ルを行進しま..

穆加予定者隠..，αコ人.商売中広.

=週行規"にご臨カを・

】の万年'平年大行‘のため行道コ ス"午前8時

9時の周 .通行規制し愛すので箇jりして〈だきい.

， I舗!仏川崎

-市民ふれあい福祉大会・
制ヘ叫時め吋し仕ふれ山間観る

く佳..い.ちづく匂をめざそうと開きます.

【とをI911 1~ 日"γ前9 時事
!とこるi中央体育館(法蓮町)
I内宵1酬柑写アトラタン担， (ンルパーコーヲ

ス"' お棄しみ繍遣会

lj;al7・ .れあいパザ ル(良集特貨物。の却究会}
ふれあいリザイ'""'".ップ{リザイクル献

の展不販売・中央第二体育鎗}

-老人福祉施設の慰問・
同 1阻までに mOo聞老人トム椅糟腕
人ホーム忽どに入唐.nているお写寄りを慰問します
l周凶合bttl 制i会福祉旬高級会福住課(守'~1叫三条

大路一了日 D34-1010)へ.
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.100周年記念イベント

楽しし刈濯しがいっぽい l

100，周年君主雪イベント

後陳された朱雀門金刊に 争球殺とシンH イザーを
中むとした粛袋をステ-，で縫旬広げます.また 会場内

では蜘ご帥酎糊するコーナ一子どもた日大人

気のま Il.>，lfll.iI(ミニ SL) そしてパザ-，ヒ嘆い、一
日時ご叫イベシト崎句た〈さん州容です.

lとを)91126日叫午前"鱒午後5防 合理官隠るぱ銅温〈ミニSL)-'fIi附ト午後5聞.
iところ}史門別大酬に**sIfI三了間 午前唱と午後噛分けて運行 {人叩ありh 衆
lλ‘剥}鰭斜 摩婚は γ前 9 防~分と午後 I 時却分l 綾町渇受付で配備
l内曹 ，重-t-.lf.は小学生以下

ョーステ ジE 午前川崎午後3時半.才 プーシグに事 そ@僧】 緬ヲIiきやラ ヲ.

e健" ，鶴橋認でパラエテ4ー盆か，粗末鍍の"台を慶 一プレゼントなどの繍aも
開します. .η ます (チラソ符.，
師、吋ティーバザー午前岬咋後5附・ :また 岬 '""圃年記念

町 一一一本 _'l.WoI¥A"¥.'- ..' r川リー一
工陶芸 さおり劃マッ 11'1:揖遍掴幽""'/， きますのでスト" トパ

ト門イヲラワ ハ 邑~AI圏開.問、\ ヲをマ J スも策 Lのさ

プテ4 など 圃・唖圃世宗胃 ム T 

台 、物コ ナ kI度ま 臥 "士孟孟函匡ヤ・.‘ 叫 監本.~'J， ~ませんのでパヌや司刊など釘公共
んじ・号 太厳うどんカ 4 ヤ 曹量姐屋 、 ，明 交通側関金利mして〈ださい@
ι うどん ヲランクフル !哩~~- *爾の坦含

ト :ニお僻み.，きなど 金備すくし、 とを 守備H時~午後4・I .ととろ→史跡文化セJ タ

進ぴコーナー 盆魚すく U 愉なげプヲパシ ヨ←ヨ ー (三金大路ー了日) ・内曹 防周内容を一保安更

ーなど 緬H て実‘します.， ほろ"鉄温ストリートライブ"
市金柑..演費銚a貧置⑥'T前仰時-"帰事 ②午前"時~ 守れ ませλ.
分 午後零時的分 ③午後3時半、4時. 希望省には I周い曾btt]命制'"悶年配念製業実行釜貝会答筋向 (命
案内析で体験カ ドを配布します {人数餅観あ川. 役所企画第二課}へ.
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世間酬覧会開珊3園プレイベントI醐トリエン
ナーレ開 19 9 8 J俗 f歴史館内問師団笠H テーマ
に奈良市に求。られている毘史的建績や町盆みの保存組

承と新しし啄ぢづくりについて考えてもらおうと 市制1叩

周年目酬のー配してw月'4臼刊也界の間四め
てg唱をま..

建築写真家展
歴史都市の建築風景ー

入江泰舟記念写真実働断固と.価で開きます.

『瞥史島市の建諸Jf隆史・市 j~J3付る..長風則金子

ーマ0 圏内の強調島写真家.奈良の写E築家の作易を細引
"す. 入江*舟写真展『入江泰s . s."良<T)~J 1: 
同時開官民です.

Iと を1j]!j川'"剛一1]lllJ日鴨γ前9略字、午後5時
(入館ほ午後4防字 .で1.Illlflは休館，，，月2311 i"除

<1 
!ととろ1 写.~働飽(‘畑町 6 0 0 -1】

I問調1一町内制大学生訓小中学生
1001'1. 30人以との酬は U 和 I~ . 1 111州 li:)IJ.

剛叫下桝 {判醐別{凶...・1
4日元事筒井上憾進岡本茂男小111:t 火鵠盲jに
川檀明男小体鈴本 字削恒成綱相悶彫久

Itlt 修明師 {敏酬)

奈良・ く5し ・まち
ー奈良女子大学卒業設計作品展ー

..女子大学字..耐作品展実"委員会企共催で開きま

す.

隆史的町.みの侠"と寄市a臨盤の隻"'取句‘む.良
市のま色づ〈りl引、で ~t1"k+大学の~4_1l'復撃す

る本這場駐留や町長み』つLての本暴投計作品の展示金を

聞きます.

lとを}附月"目、t)-11月"日帰，前'"時、午後5略.
本哩日と 11Jl 4日除位体..

IとこるJ~詩Aマチヤシ ， y ドセシタ 10'跡町ーも
弘、どの週町)

I珊 1刷

まちづくりシンポジウム

「康史・5市の保存と;宅金Jf告らまもの録制J会どを子
マに 保存と開発の胃和の左れたま，づ〈り iついて

.えるンンポンウムを"い霊す.

!とを1"月'"帥後1均一岬.
!ところJ*11.女子大学E金偏(重曹文化財 傘魚屋酋町)

l定員1・00人
I・H隅1坐凡手話通商"^句.
I幽2・・1
川リスト
刷帥/櫨!1*....闘開会縫合プロデユ←ト

破崎断/健司毎週医 会的∞写会館段計符

上野湾ー/.良寛子大チ殿様

コーディ>ーター

制疎逸/建築柑家 〔敏同

l同院し温み1往復はがき6住所 氏名 l¥'-I耐性別電.
.砂金谷、て IOJl )0日必着で.・ト '!L;'-ナーレ祭良

'M rま色づくりシンポジウムJ係 ，，内海助91li¥fl中央
係個岡弘曾術"号h 枚4一人隈旬 ..1'鋲虐釈を

希裂の人は その旨.明記しで〈ださ".多L場合は他

選.その後 人制島監理券を送町H.

奈良!TOTO建築トリ工ンナーレ
[公募部門11日目日入賞作品展
(協賛事業)

4!a/TDTO蝿トリエけーレ実行割合と捕で聞

きH .
ヨ駆陶..株三究会祉の.穫を.で ，.史鶴市の 思ffと終
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イヂアコンパの入賞作品を拠不します.

!と を1'"月2・Il(ti-II月目同船，爾'"ー午後5時.
方旭日は休館.

【ところ】史酪文化センタ {三条大路一 J目i

IA・制}無制

臨叫叶 6



-温簸トリエンナ レ奈良1998

市制1口口周隼記章

世界瞳聾憎覧会奈良第3回プレイベント

建築卜リ工ンナーレ奈良1998 
10月24日出-11月23日(栂に開催

現代建築家展 E

鋼凶制そごう焚酬と捕で聞き...

.，容で白書回ゅの強'略奪8人の.返の伶昌 コンセプト
作品を展示L 歴史書‘市におけるまらづ〈句や.築のあ

句7むを紹介し&がら 予 マの 『歴史""め保停と共生1
， 与えます.

lとをI1011討日ω、111123日嗣観覧時聞は平日午前
t晴 、午後7時 (入flW'r-一後6時1けで) 土日悦R

'FI!IIIOJ}-午後相{胤午後7刷で).11月1711 
は休繍.

!ところ】長良そごうj開館じ余J咽同町一Ji:1)

【入館騎】 一敏.00円高彼女学生“m内小中今生
岬 1.10人以上州側各州引き.M2-41;11

11I~ ， ~老後引1T!!.Hf (性極侵1').

，..瞳債銀i
レオン タリヱ{フラム〆ス復位}

アルック又 '<0ンユソヅ{イギ"ス在住}

ロジャー ステ 4ープ〆ゾ〆(イギ"ス佐佐}

血江定

.山・A
1':""1'.侵
内雌岡崎

闘偲憲明

{敏休略}

テーマ歴史観市の保存と共生

主催 闘世界唖築憎覧会也会

シンポジウム・講演会
『現代砲鋳家展'Jの附拠t軍事家 慢察野首ま 強易度
史家4などを鍋墨 "ドの.市・4持及H石の・M-ロνド
ー〆Jに焦点をあて .史寄市l:j3げる"ヒの造、 ぺ》保存
の響え"などを.おします.

!と聖】 附月，4H ltJ万四凶
午前"・2 午後6防守

lとこる】 史跡文化セ/ター
(='o条大路丁目)

1・醐， ，叩""刷"
I定員】 岨ん時嗣.町

【幽潰寄l
鳳川岬/建築家間踊師会計内向ーや-

r J3Ht 11" nUI J <7:幽展開8人
アドパイザ"ータードメンパー

ヲラ〆ソリ シャラ〆(フラ〆ス)

ホルヘグ"ュスパグ{アルゼンチν)

チャールズ ソ <~クス(ア メ" 芳/イギリス)

ヴ"ト "オ M ヲノプニャーよ{イタリアノスイス}
ヂニス ン守一プ{イギリス}

温集Z陣益活k 彊集史家
問時帥哨鈴本博之助 {段胸 )

，.し込み1往復はがきi作所氏名写鋤性事J竃鉱
，pzpを・もて 附H5FIll舗で強努卜 "品シ+ レ"良
剛 『ンJ ポジウム制金J係 (刊叩l制 i同保

健制 ~曾箱"暗}ヘー l 枚に二人限り . ，餅通釈を命

喝の人は その町を別配Lて(f!t!ぃ.多“合"徳選

その後 A樋れ盆の桜町込み"訟を速鎗します 入渇れ
盆~<')IIl:~id;...の幽後人渦H ヲト日刊す.
7"'"トぴめでも911 I日から発売します.

幽鰻 醐省側四時議学会制柑...帥蜘柑酎悼惜蜘A同僚9醐輔合連拍制時腕土会

制時酬叩嗣齢制，刷協会叫制酎附蝿醐醐金帥..闘制金

.抑銅像帥旧制時帥

醐 い'!ltJtt lH'''II'I!'111t'ltJlII日明日大剛ー了'"叩t岡山内}へ.

， I触品川
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ミニゲツ力一
(二名中 寮霊鍵ケ丘小運動繍lまか)

スポーγ少年也開会時町内などの単位でサフヲー

をしているチ ム.中学の.1ゅ"'1~'生のみ'"当日
直線会場へ.，子生咽坤し込ld'J1.'I:'.

く惜咽〉即日小ほか.トナメノト制.

<.学生の箇>-.::.1町中学製eミニゲ ム形式.
川畑町午前】哨 .I午前9則的小間前.

三二ノrAケット {中央修宵舘}

件目、ニパスケットボ-"''''iti・をしているまたは
凶働しようとするチ← t，.1 f-ーよは原則"でw人以上
で制成 トーナ バJ ト彰式主管制体で循遣します.聞も

合わせI~ ， J平岡俊郎さん(辰市イ 曾 6】 3 1 3 1)へ.

惨閉館開始 ...・..

テニヱ
(濁ノ池総木平編第二コ トほか)

<111>'1'牲以上の男女各
ダプルスでト ーナメント方式.

嶋匝までの市R体省k会ペスト
'"官民スポーツのつどL ペス

ト ~ f.:どの経験.やこれら以上

l衛当ずる人法書館できません

献合総 (グノロヲプフ a ト
イエローユューポール，.，待毎のこと.

く2館内崎テニス時(鴻ノ誕生コート)川酬のみ

午前・AI;*練習午後・ダプルスゲム

・鱒筏開始 iOfI 4白 川区午前9時半.闘天順延.
H 込みは 1・.，・6ど色らかを必ず魯いてくだt'". 
当日多加.. ，偲のみ可

バドミントン
(商鶴生涯スポーツセyタ一体育創的

〈・人クラフ鱈錦"下回)) 1チ ム3ダプルス'"人}

プロック.トーナμ 晴酬3<f-t齢制約ご附
ます.

〈小学金の男子女子 1"日))鯛入院. ，年生以上で昨
年測の男州ト --tj;"ト(帥人験によって情的ゐ

ぜる場合があ旬ます1.
<.合タブルス 110自))健+ 夫崎 明女のペアであれ
ば年"を限れまぜん.

...関納 '"月 IOU. 11目午前9崎学.

-スポツの・ぃ

盆担皇J.il盈
住所副柑電話，，~} Iペア岡修で111XlU:肘"
チーム.j'，.'"官名 メ〆パ-1史学生の場合は学校学傘

型I司"野氏名 など1':..$項を.'て 91114日までt 市俊民対

体育謀 {亨ゆ山ー条大剛一 fll!-j ft3! 111 

"へ.*<;;1:1.往復はがきで.ゲートポールは.ゲー トポー

ル筒会事務局の中身久さん('f6JO-1眼下倹川町 16 0 2)へ

なお 旬日倒文時め問い合わせば (開会式"テレド ム包

0180-997-003 広嶋iついではft22-0 3 3 2)， 

ソフトテニス {倒木コート)

一般男 .夫崎 健子 耐舗度以上の各グプルス 4都

..明以上旬跡内合r昨年前川叫上で男子ほ
5OlttU..女子I四年齢印刷算でき，..
句、学生テニススクール〉 敏室彰式での指"ゲー< I定
飼"人)

.. 廃筏略納 >前9時.爾天時I止。

古びつごBI1I
(奈良阪 中 ノ川主要銭喝ほが}

小学生め剣女でスポーツ少年IH 子ども舎 町内などの
.位. 1<ーム1O-2{l人@プロック"のトーナメ Jト，式

"プロ~fJ li6 等生を含&.
日プロヲク'"年生以下I• 
)110印刷午後岬H 刊新
調停n金属室で備選会会行いま
すので 9 月 9 固まで I~'" L. 
込んで〈ださい.

..筏開始 .・9時.剛夫
剛猛.

*示 (忽らやま贋内温水プール}

.目…⑤観チリレ 150' 100m) ②淑動観技'"子
50m)， <l夫錫リレー (SO-100回) ⑥浮輪銭彼 (子ど

も おm)，(a;おんぶ*参後姶{慶子 "m' ⑥ 2分闘 '1
(-I自由形.f-'50mJ ①j巨人れ畿!tl鉱白1.砂銅像
4 射止岬叫同開小世】∞人.1家族2
縄目 (支入れを除<1包勾.在勤も開1.当日書加も可.

~ .'il陣織「ー午前 9 時.

太極拳 (鴻ノ池運動公圏中央広窃)

情。一制して〈だい初めでの川創刊酬し

ます.

・健.・の白 岡町化討弐太鍾.交.と練習 その他

砂初心街予どらの11'"λ門1盛豪入門長>1カ:/7-/j1l1
・鵬剛 時的嶋眠中止当日醐叫へ.帥

".運動めでjきる鳳告を絹子 タオルで.

心身摩書者 j喧品れ高いスポ'-:.i' 
{ザンアピリティーズ奈良)

明日仙川川ノ押②司ースポーツ {輸

役げ)の体駿コ ナ .希望者は当日直後会掲へ

・鎖鎌凋始 ，.前川..

組凶，.日 |却



-スポーツの篇い

1同高スポーツのつどい
スポーツの秋恒例~ r市民スポ ラのつど
ーツを楽しめるよう19のスポ ツ広場を隣沼笠します.初心者大鮫

過ですa 在動 在学~人も省参加できますので聡窃

車Eスポーツとスポ'-':177.1、
{鴻ノ池陸上餓筏・)

気慢に察しめまれ吋日直健会渇へa 個人・加可a

〈タラワンドゴルフ〉 ゴル?を?レンy したスポーγで中

ールインするまでの釘数を鋭いま寸..チ←ムl1Z-6A

〈固..  ール〉 五 nをぺとパタ ー ゴルヲがー傭I~(訟ったゲ
ムです."・m日 (:r:J仁白原各'"・のボルをtrt，治
むゲームです.

〈ベタンク)n憾の蜘金偏'曜のポー吋殺げ合、入よ η
近づげることによ句It.t'!tc鈍います.チームは)-.人
〈スポーツテスト〉 鑓" 脅筋" 反復慣跳ぴ会どで体力
を測定c>.

聞開始r午前1岬..・;O::<¥>.t.. 

卓正曹 (中央第二修育館)

気慢に..して〈だ~".プロフクリーグJヒトーナメ〆
ト形式.当".加も冒1.
ω吟往@廊〉
〈ダブルスの8・0どんなペアでも.加できます.1高蜘.
ItIllHtを除くいレトナーのいい人は句日会場で見つけ
て.加可.

〈ラージポール柑〉 船山削のため人きいぜ〆

E患を使った般伎です{高校の.'ま健闘を除"

'叩鎗 午前哨

ソフトポール (相河"濃段場)

.年男子 成年女子c・"'されRチーム.1チーム凶人
以内でZ試合念行」ます{男女混成!i1J1Io俊生".のません1.
砂鶴緩開鈎 午.，時.耐反中止

ノfレ jff'-Jb
〈一般咽 t一個師岡帥)) 肘件闘叫で
刷 :され叫入札拍は問酬住伎の醐または泊縫以

上酬は凶酬{臨醐y，.3人酬明I<:Mfr1"ー
ムとする (男刊は .-)人常時間渇1.又だし 各チ-，
噌 '0ーチ時"として帥する場合は臨酬
であるこtot，.:J;， ~生は除く .
('J\*~の筒<=劃呼健体育館】) .学絞2チ-1，:fで.
6人鯛9JJ<:関.
〈ミニソフt-IH-，-iIt' -J岬{二割、四>'1'71eと
その..荷を対象と C，.チーム1-0入 "人の‘合は k 
人2人以内.当"多掴i左 右二ソフトバレーボールのみ可

岬闘関崎 午前川れ(鍛'"時1.

"1繍叫日

ジョギング
(鴻ノ池謹上鱒後喝ジョギングコ ス)

マイペースで.句ましょう コースli3lm. 6lm. 5 

附 i出師へ場、

・闘閥的午前哨.，融行.

才υエンテ-!Jング
(平線寓置車種雇繍広.スター 卜}

.闘1:1:，ドきれたコ，トロ ルを m，旭区 Jされfc~闘昨で定

見 H し その所制聞を餓うものです.上級 '1'. 
初織の3コースで初心刷怖に蜘でき廿.，，:<パ
スは貸し出し£すが町子タオル"ポルペノを持奮

して Ué~予ぃ . "似し込みにl時織の"俸を配人目と.当

日..も可.

'・闘関白午前哨.小耐決行。

グートポール (鴻ノ池補助餓筏羽田町

l←ム5、8人で帥して〈ださい.Il.;; Ji制蜘
チーム蜘よって決定.初心，コーナーも聞践しれ 廿

気鰻1:.加してくときい。
.鵬醐寸前哨.爾天川.

柔道剣道 UfJ'Uた
(..中央第二武道場陸銀4嚇宵.，

1日闘はクラブ帥ごと叫lし込んでくだ九

細川崎刷会!it.;f~ (叫州欄同日S
B聞も可で <til ('!'央餅-<草創tJItTどものみ当'"惨.. ， 
..畑始 午前岬

弓~il1 {鴻ノ地弓遇制"
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(奈良ドリ ふランド入口}

袋食ド "ームラ〆 ド入口か
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ります.小字3惇噌以上..う

だれでも移加できます@舟当

.情IHHI符診.希望(，'Ii句
"直絡会渇へ.

・幽発鱒嶋一午前町時 開天中止.
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もしものときの

策対地
「地・フモ個』日傘でお率 とと何十年 倒省写と大規制員宅草地震が鐙=コてしWい地鰻でも 今後も決して鑑こら寝返
し叩ありま叫制明湾問にしても莞笠，るまで岨地方で昼間どの明。挫するとほlま

と印刷閥的止ととでしd .
蜘舶来同ぐとと町出品目町ること岬叩即位したときに的確に対

町田町一tlJ1J~Jtr;::::J11"<:l5!!:J:" L. ~ 5. 

'"災・に.，暗ちをつくり穫しよう

大地震が起こっtときは 臼分ひと吟 もし〈はま篠だ

けではどう仁も会らないことがあります.そのよう&場合

近所の人又九の渇カが儀容を般イ融6二食い止める般良のす

段かも Lれませ..
日ごろのあいさつや会話会どから治組の遮傷容 防災怠

.t-A"O')万一の災害仁叫"し令える信州刷費昼、ィ

.，ましょう.

.た nt.防災同をつ内定制l防災開会どを
行うこ Eも大切です.現住市内では浪費携来葡朱

雀神場泡1<で結成されています.

'" 酬酬を闘し複しaラ
aa;.壷継地 {火災均広.明1:~量ぷ袖合の量.泡}
制公隠(春日野町i削 船山公咽(畑}

平嶋宵路 (~-".Iコ7日ほか〉 奈良固陪ゴルヲ倶飛

車窓(明五TlI) 制 1均;-'J '1一例畑(一明日

"....叢泡 (槍Jtltli!.の‘飴喝断や広畑Ill!."への目制
緩刷

w"胡宮間 肌公園 ，潟地公幽 俊英，丘

近隣公闘 凪M圏 平嶋割高3怜近隣公園 平峻鮪

汁畑 川~l->}iá隠包囲 師雌限公園

く3選盈F瞬
市立の小 中学...区公民11".IIIIUi， ¥I!童館など
'"'効所管指定しでLます 〈わc<隠 しみんだより 8

月'"りi蝿依しでもます.

"川向 し窓いわ閣の伺え

。プロyク.や院候瓦u ・9・ 修珂するなど倒繍防
止"・をLて1<~ち ま Lょう
C帽やタンスなどは聞防止のとめ園間肘m
いて制定しま し4弓

O車ガラスにu飛散防止ヲィルムを断って " ーのと
iき ガラスが.ぴ慨ら会いよ弓にL乏しょう

0" ング1:1ま"'*J柏崎下Lそうなものを酢な
いよ今にLまLょう

'"亀aそのとを俗こうする
c昼間・
0' プ".机の fl:人り 身を'.)"りましょう
0'監"置などやわらかいもので顕t-e;)りましιう
o.棚やタノスなど倒れヤすL ものから超札ましょう
Oスト プやコノロの火を消し 火災.紡ぎましょう

"且外.
。デパート 映商館などでは .下物場ら身を守り

係員の繍不にしたが、ましょう

。街頭でu プロザク鵬ゃ日動駆光慢などカ，鰻れま
L ょう
O刷では酎哨鋤しましH
。がけ地ゃ傾斜冶などでは すばやく鰻れましょう

0・は温跨在鋼闘に止め 悲鳴ら厳れる場合I.L~ーを

つけたままドアもロァタし会いでm・しましょう
'"野常待出aの..
{j)-一次湾出畠

'"策発生直後 霊・する左きまず録初1:Ijωすぺきもの)
貴重品、判降格ランオ 働時電釘 予備電池 Ô::， ，~.~象品

..食{・~" ;.- 倍訟など1.-f若やタオんなどの生活刷品

②二次得出品

(災害復I\ I ~ での， -，日開自足で怠るとけのもの}

調廻せずl食ぺられるか鯛.な周司で食べられる鼻需

~~， ltn水練帯周コ J ロ トイレγ トペーパーの波面

開易"どの生前悶品

週間叫期制臨時醐川線して必〈ことも大切です

is--"
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組織後 12
.し奮い"が緩いでます.日中冷房の中』っか9 でいると .をか(~とが能舗に@りますが符をか〈ことU 人

聞1:~ .，て 大切なニ左門.と自分t宵L明治ぜで川 tT，(鰍)悼もそ吋"悼の柑押?"Cd1:した.大
…の償制 a島にとも，えられます"X~Jf I:I: . ~同閉山 な句ますので日}ろから瞳…をしてお

H しょ日叫聞は制問主小叫公団'"崎U …すので臨も忘れずに.(M) 

公4旨中村実.長調..
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